
 放射線の影響があるとは考えにくい時期に対象者の甲状腺の現状把握をするという
ことが、長期にわたり健康を見守る上で大変重要であることから、東京電力福島第一
原子力発電所事故直後、平成23年10月から約２年半を掛けて、福島県の子どもたち
全員を対象に、超音波による甲状腺検査を行いました（先行検査）。  
  その後、平成26年度からは、先行検査の対象者に、平成23年４月２日から平成24

年４月１日までに生まれた方も対象に加え、２回目の検査となる本格検査を実施しま
した。  
  ３回目からの検査は、対象者が20歳を超えるまでは２年ごと、それ以降は５年ご

とに検査を実施しています。  
  

  本資料への収録日：平成25年３月31日  
  改訂日：平成31年３月31日 
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